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伊
勢
の
神
宮
に
お
き
ま
し
て
は
、
内
宮
で
は
十
月
二
日

外
宮
は
十
月
五
日
に
、
平
成
十
七
年
五
月

｢

山
口
祭｣

か
ら

始
ま
っ
た
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
の
、
最
大
の
重
儀
で
あ
る

｢

遷
御
の
儀｣

が
執
り
行
わ
れ
る
▼
伝
統
文
化
を
継
承
す
る

に
あ
た
り
、
神
社
の
存
在
は
と
て
も
大
き
く
、
そ
の
地
域
の

中
心
と
な
り
古
来
よ
り
伝
わ
る
祭
事
や
伝
統
芸
能
が
連
綿
と

継
承
さ
れ
て
い
る
。
寒
川
神
社
に
於
い
て
も
様
々
な
特
殊
神

事
が
、
古
式
に
則
り
斎
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
神
社
だ

け
で
は

｢

祭｣

は
成
り
立
た
な
い
。
浜
降
祭
の
神
輿
渡
御
や

例
祭
の
神
賑
行
事
な
ど
、
地
元
の
総
代
や
氏
子
の
皆
様
の
ご

協
力
を
得
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
の
で
あ
る
▼
古
代
よ
り
日

本
人
は
、
共
同
体
を
中
心
と
し
て
生
活
を
し
、
そ
の
基
盤
で

あ
っ
た
稲
作
農
業
と

｢

祭｣

は
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る

米
は
神
様
か
ら
授
か
っ
た
神
聖
な
も
の
と
扱
い
、
こ
れ
を
大

切
に
受
け
継
い
で
き
た
。
五
穀
豊
穣
の
祈
念
と
感
謝
が｢

祭｣

の
原
点
で
あ
る
。
現
在
、
生
活
の
基
盤
が
変
化
し
て
い
る
が

日
本
人
の
生
活
習
慣
の
な
か
に
し
っ
か
り
と

｢

祭｣

は
根
付

い
て
お
り
、
連
綿
と
続
く
歴
史
を
感
じ
さ
せ
、
時
代
が
変
わ
っ

て
も
日
本
人
の
祈
り
の
心
は
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
あ

ろ
う
▼
歴
史
や
伝
統
の
あ
る
も
の
は
、
そ
の
時
代
に
合
わ
せ

執
り
行
わ
れ
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
先
人
達
は
後
世
に

伝
統
文
化
を
継
承
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
時
代
が
変
化
し
て

も
根
本
は
不
変
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
時
代
に
合

わ
せ
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
▼
お
よ
そ

千
三
百
年
前
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
式
年
遷
宮
を
通
し

伝
統
文
化
は
我
々
日
本
人
が
長
い
年
月
を
か
け
積
み
重
ね
た

叡
智
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
継
承
し
、
先
人
た
ち
が
培
っ
た
日

本
人
の
心
を
し
っ
か
り
と
後
世
に
守
り
伝
え
る
こ
と
が
我
々

の
使
命
で
あ
る
。

(

坂
本

晋
一)
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九
月
十
九
日
・
二
十
日
の
両
日
、
雲
一
つ
無
い
秋
晴
れ
の
も
と
、
寒

川
大
明
神
の
御
神
恩
へ
の
感
謝
と
更
な
る
繁
栄
を
祈
る
、
一
年
に
一
度

の
例
祭
が
、
今
年
も
盛
大
且
つ
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

十
九
日
は
、
午
前
十
時
に
商
工
祈
願
祭
並
献
灯
奉
告
祭
が
執
り
行
わ

れ
、
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
崇
敬
者
の
皆
様
の
、
今
後
益
々
の
商
売
繁

盛
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
一
時
か
ら
は
例
祭
宵
宮
祭
、
午
後
二
時
に
は
�
大
日
本
弓
馬
会

の
会
員
に
よ
り
流
鏑
馬
神
事
が
奉
納
さ
れ
、
射
手
が
的
を
射
ぬ
く
度
に

大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

翌
二
十
日
の
午
前
十
時
に
は
例
祭
が
斎
行
さ
れ

神
社
本
庁
よ
り
の
幣
帛
を
奉
り
、
責
任
役
員
・
氏

子
総
代
を
は
じ
め
崇
敬
者
が
多
数
参
列
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
本
年
は
、
神
宮
式
年
遷
宮
を
奉
祝
し
、
献

饌
の
儀
に
古
代
歌
謡
で
あ
る
催
馬
楽
の

｢

伊
勢
の

海｣

が
特
別
に
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

境
内
で
は
献
花
・
献
句
・
盆

栽
展
・
水
石
と
美
石
展
・
献
茶
・

奉
納
演
芸
・
武
道
大
会
な
ど
の

神
賑
行
事
や
、
万
灯
パ
レ
ー
ド
・

神
輿
渡
御
も
行
わ
れ
、
大
勢
の

参
拝
者
で
賑
わ
い
、
例
祭
を
お

祝
い
致
し
ま
し
た
。

寒
川
神
社
は
、
春
分
・
秋
分

の
日
に
は
太
陽
が
御
本
殿
の
真

上
を
通
り
、
富
士
山
の
頂
上
の

方
向
に
沈
む
御
来
光
の
道
上
に

あ
り
、
ま
た
、
夏
至
・
冬
至
の

日
に
も
御
本
殿
の
上
を
通
る
と

い
う
、
非
常
に
�
気
�
の
強
い

場
所
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す

そ
の
事
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

に
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
紹
介
さ

れ
た
と
こ
ろ
、
本
年
の
秋
分
の

日
は
、
例
年
に
な
く
大
勢
の
方
々

が
お
参
り
さ
れ
ま
し
た
。

ご
参
拝
の
方
々
に
は
、
大
神

様
の
益
々
の
ご
加
護
を
戴
か
れ

ま
す
事
祈
念
申
し
上
げ
ま
す

��
��
��
��

�
�
�
�
�
�

▲流鏑馬神事

▲万灯パレード

▲神馬舎にも長い行列ができた

��
��

��
��

��
��

��
�
浦
安
の
舞

�
献
饌

(｢

伊
勢
の
海｣

奉
奏)

�
献
灯
提
灯

�
奉
納
演
芸
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こ
の
度
、
平
成
二
十
五
年
九

月
十
日
付
に
て
渋
谷
幹
�
禰
宜

が
神
職
身
分
二
級
上
に
昇
級
さ

れ
ま
し
た
。

渋
谷
禰
宜
は
昭
和
六
十
一
年

に
当
神
社
に
転
任
さ
れ
て
以
来

神
明
奉
仕
に
つ
と
め
ら
れ
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

今
後
も
御
神
威
の
更
な
る
発

揚
の
た
め
、
益
々
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

�
�

�
�

���
���

���
���

���
���

���
���

			
���

去
る
九
月
十
日
、
愛
媛
県
民

文
化
会
館
に
於
い
て
第
四
十
九

回
全
国
神
社
総
代
会
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
上
、
全

国
の
各
神
社
に
て
特
別
に
功
績

が
あ
っ
た
総
代
六
十
八
名
に
神

社
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
、
責
任

役
員
の
横
溝
�
義
氏
が
、
表
彰

規
則
に
あ
る

｢

多
年
に
亘
り
神

社
の
経
営
並
び
に
神
徳
の
宣
揚

に
協
力
し
、
氏
子
崇
敬
者
の
教

化
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
顕
著

な
者｣

と
し
て
、
表
彰
の
栄
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。
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日
頃
よ
り
年
間
祭
事
や
教
化

活
動
等
神
社
の
護
持
運
営
に
ご

尽
力
頂
く
、
寒
川
町
内
よ
り
選

出
さ
れ
た
総
代
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
る

｢

全
総
代
会｣

が
、
九

月
一
日
、
参
集
殿
に
於
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
横
溝
�
義
責
任
役

員
を
議
長
に
選
出
、
議
事
が
す

す
め
ら
れ
、
六
月
以
降
の
祭
事

や
行
事
、
教
化
活
動
、
事
業
等

に
つ
い
て
の
社
務
報
告
が
な
さ

れ
、
次
に
平
成
二
十
四
年
度
一

般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
や

寒
川
神
社
境
内
整
備
特
別
会
計

の
報
告
と
例
祭
斎
行
な
ど
の
件

が
、
出
席
さ
れ
た
皆
様
に
対
し

詳
細
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

前
会
長
の
下
里
勝
二
氏
は
相
談

役
に
就
任
さ
れ
た
事
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
林
家
楽
一
氏

春
風
亭
柳
之
助
氏
に
よ
り
記
念

高
座
が
開
か
れ
、
鋏
一
本
で
く

り
だ
さ
れ
る
紙
切
り
の
熟
練
の

技
に
続
き
、
巧
み
な
話
術
に
寄

席
に
訪
れ
た
方
々
は
魅
了
さ
れ

終
始
笑
い
一
色
に
染
ま
り
盛
会

の
う
ち
に
閉
会
致
し
ま
し
た

▲林家楽一 氏の紙切り

商
工
奉
賛
会
で
は
九
月
十
九

日
、
商
工
祈
願
祭
に
て
生
業
繁

栄
が
祈
願
さ
れ
た
後
、
年
次
総

会
が
開
催
さ
れ
平
成
二
十
五
年

度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
審

議
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
が
な
さ
れ

会
長
に
㈱
藤
又
の
藤
沢
昇
氏
・

副
会
長
に
㈲
寒
川
建
材
の
西
山

正
彦
氏
・
監
事
に
東
木
材
㈱
の

東
泰
一
氏
が
新
た
に
選
任
さ
れ

▲春風亭柳之助 氏

�
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�
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秋
分
の
日
で
あ
る
九
月
二
十

三
日
、
末
社
御
祖
神
社
の
例
祭

並
合
祀
祭
が
し
め
や
か
に
斎
行

さ
れ
、
新
た
に
三
柱
の
御
霊
が

合
祀
さ
れ
鎮
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
御
祖
講
の
講
員
多
数

の
方
々
が
参
列
、
拝
礼
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
か
ら
御
霊
和
め
の

舞
と
し
て

｢

榊
の
舞｣

が
御
神

前
で
奉
奏
さ
れ
、
御
霊
を
お
慰

め
申
し
上
げ
、
感
謝
の
念
が
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
。
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人
形
奉
斎
殿
で
は
、
納
め
頂

い
た
人
形
を
日
々
お
祓
い
し

毎
月
一
日
に
は
清
祓
式
を
執
行

し
て
お
り
ま
す
。
十
月
十
五
日

が

｢

人
形
の
日｣

で
あ
る
こ
と

に
因
み
、
第
二
回
人
形
感
謝
祭

を
午
前
十
一
時
よ
り
斎
行
致
し

ま
す
。

人
形
は
年
間
を
通
じ
お
納
め

頂
け
ま
す
が
、
是
非
こ
の
機
会

に
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

�
%
&
'
(
�
)
*
+

神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘
南

支
部
主
催
の
祭
式
研
修
会
が
八

月
二
十
九
日
と
九
月
五
日
の
両

日
に
亘
り
開
催
さ
れ
ま
し
た

神
奈
川
県
祭
式
講
師
小
野
和

伸
先
生
の
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導

の
も
と
、
午
前
中
は
基
本
動
作

を
見
直
し
、
よ
り
美
し
い
姿
に

て
祭
祀
が
行
え
る
よ
う
再
確
認

致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
大
祭
式

の
際
、
神
職
が
着
る
、
衣
冠
・

単
の
着
装
を
実
技
を
交
え
な
が

ら
講
義
頂
き
、
衣
紋
者
の
動
き

か
ら
、
一
人
で
の
着
装
方
法
ま

で
詳
し
く
ご
教
授
頂
き
ま
し
た

,
-
.
/
0
1
2
3
4
5
6
4

先
月
よ
り
西
側
の
駐
車
場
で

は
、
売
店
兼
レ
ス
ト
ラ
ン
の
新

築
と
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
工

事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が

参
拝
さ
れ
る
方
の
利
便
性
と
安

全
を
鑑
み
て
馬
場
西
側
通
路
の

拡
幅
を
行
い
、
そ
の
竣
工
の
清

祓
式
が
九
月
十
七
日
に
執
行
さ

れ
ま
し
た
。

今
月
中
に
は
横
断
歩
道
も
設

置
さ
れ
、
よ
り
安
全
に
道
路
を

通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

寒
川
俳
壇
主
催
に
よ
る
奉

灯
句
会
が
去
る
九
月
一
日

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

兼
題

｢

夏
座
敷｣

席
題

｢

秋
の
水｣

の
二
題
に
て
句

が
詠
ま
れ
、
厳
正
な
る
選
句

の
結
果
、
最
高
得
点
者
に
は

当
神
社
よ
り
一
之
宮
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
祭
期
間
中
は

こ
の
句
会
で
詠
ま
れ
た
句
が

境
内
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た

一
之
宮
賞

7
8
!
9
:
;
<
=

>
?
@

茅
ヶ
崎

清
水

純
一

▲昨年の人形感謝祭

�
'
(
)
�

A
B
C
(
D
E
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本
年
で
四
十
六
回

を
迎
え
る
菊
花
・
写

真
展
が
十
一
月
十
日

か
ら
二
十
四
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
ま
す

近
隣
の
菊
花
会
よ

り
出
品
さ
れ
る
絢
爛

豪
華
な
菊
花
約
三
五

〇
点
、
ま
た
寒
川
神

社
の
四
季
折
々
の
様

子
を
写
し
た
写
真
約

一
五
〇
点
が
境
内
に

て
展
示
さ
れ
ま
す

�
平
成
二
十
四
年
宮
司
賞
受
賞
作
品

��� ��
��� ��
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□�
�
�
�

平
成
二
十
五
年

十
一
月
十
日
〜
二
十
四
日

□�
�

寒
川
神
社
に
関
係
の
あ
る

未
発
表
の
作
品

□�
�
	

四
ッ
切
・
六
ッ
切(

ワ
イ
ド
可)

□

�
�



一
人

五
点
以
内

□�
�
�
�

平
成
二
十
五
年

十
月
一
日
〜
三
十
一
日

□�
�
�
�

平
成
二
十
五
年
十
一
月
上
旬

(

入
賞
者
へ
直
接
通
知)

□�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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寒
川
神
社

写
真
展
係

�
〇
四
六
七(

七
五)

〇
〇
〇
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神
道
青
年
全
国
協
議
会
主
催

に
よ
る

｢

福
島
県
双
葉
郡
浪
江

町
本
務
神
社
復
興
支
援
活
動｣

が
、
去
る
九
月
四
・
五
日
に
行

わ
れ
、
当
神
社
の
神
道
青
年
会

員
二
名
も
参
加
致
し
ま
し
た

震
災
後
原
発
事
故
の
影
響
で

二
年
半
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
神

社
は
、
津
波
の
際
の
土
砂
が
参

道
を
覆
い
隠
し
、
境
内
も
雑
草

が
生
い
茂
っ
て
い
る
状
況
で
し

た
が
、
二
日
間
に
亘
る
作
業
に

よ
っ
て
、
気
持
良
く
参
拝
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

浪
江
町
は
、
未
だ
流
さ
れ
た

船
や
車
が
放
置
さ
れ
て
お
り

ほ
ぼ
震
災
直
後
の
よ
う
な
状
況

で
、
我
々
以
外
ほ
と
ん
ど
人
の

姿
は
見
え
ず
、
更
な
る
支
援
が

必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

▲参道まで雑草が生い茂る浪江神社

▲清掃奉仕後の浪江神社
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青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�



�

�
�

�
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
八

日
に
か
け
、
四
年
に
一
度
全
国

の
ス
カ
ウ
ト
が
集
っ
て
行
わ
れ

る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
最
大
の
キ
ャ

ン
プ
大
会
で
あ
る
第
十
六
回
日

本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
山
口
県
山

口
市
阿
知
須
き
ら
ら
浜
で
開
催

さ
れ
、
当
寒
川
第
二
団
よ
り
三

名
の
ス
カ
ウ
ト
と
、
二
名
の
指

導
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
自
炊
及
び
テ
ン
ト

に
よ
る
野
営
生
活
を
し
、
日
中

は
会
場
の
外
に
出
て
山
口
の
歴

史
や
文
化
を
知
る
場
外
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
ま
た
環
境
、
文
化
、
自

然
、
科
学
を
テ
ー
マ
と
し
た
ブ
ー

ス
を
回
っ
て
学
ぶ
選
択
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
そ
し
て
夜
に
は
全
国
の

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
親
睦
を
深

め
る
交
流
会
を
実
施
。
大
会
中

日
に
は
参
加
者
全
員
が
集
う
ア

リ
ー
ナ
シ
ョ
ー
で
皇
太
子
殿
下

安
倍
総
理
大
臣
が
お
越
し
に
な

り
、
激
励
の
お
言
葉
を
賜
り
ま

し
た
。

八
泊
九
日
の
長
期
キ
ャ
ン
プ

で
し
た
が
、
そ
の
長
さ
を
感
じ

さ
せ
な
い
ほ
ど
充
実
し
た
大
会

で
、
ス
カ
ウ
ト
に
と
っ
て
普
段

で
は
決
し
て
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
い
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

再
来
年
の
平
成
二
十
七
年
に

は
同
じ
会
場
で
、
世
界
の
ス
カ

ウ
ト
が
集
う
第
二
十
三
回
世
界

ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
国
々
の

ス
カ
ウ
ト
達
と
、
友
情
の
輪
が

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
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▲ジャンボリー開会式

▲夜 他県スカウトとの交流会

�
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
て
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少
年
館
で
は
、
寒
川
大
明
神

様
の
神
恩
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
を
お
伝
え
す
る
と
共
に
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
館
生
た

ち
が
美
術
や
書
道
の
講
座
の
中

で
一
生
懸
命
に
作
成
し
た
作
品

を
、
例
祭
に
奉
納
致
し
ま
し
た

飾
ら
れ
た
作
品
は
ど
れ
も
力

作
ぞ
ろ
い
で
、
子
供
ら
し
い
感

性
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
例
祭
に

参
列
さ
れ
た
方
々
も
足
を
と
め

見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

た
応
急
手
当
や
人
形
を
使
っ
て

の
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
な
ど
、
身
近
な
怪
我
の
対

処
か
ら
緊
急
時
に
ど
う
し
た
ら

良
い
か
な
ど
身
に
な
る
時
間
が

過
ご
せ
ま
し
た
。

後
半
は
、
救
急
車
と
消
防
車

の
見
学
に
防
護
服
も
着
さ
せ
て

も
ら
い
ス
カ
ウ
ト
達
の
テ
ン
シ
ョ

ン
も
上
昇
で
す
。

日
々
の
生
活
で
は
薄
れ
が
ち

な

｢

防
災｣

の
意
識
を
高
め

そ
な
え
る
心
を
持
て
た
活
動
と

な
り
ま
し
た
。

去
る
九
月
十
四
日
、
救
急
法

を
学
び
に
寒
川
町
消
防
署
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。
三
角
巾
を
使
っ
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月
十
八
日(
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後
二
時
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三
時
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寒
川
神
社
参
集
殿
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入
場
無
料
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申
込
不
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
主
任

相
原

忠
洋

*
+
,

電
話
〇
四
六
七(

七
五)

六
六
八
〇

寒
川
病
院
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看
護
師

石
井

美
佐

さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日

�
�
�

�

�
�
�

�

中
村

律
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

�

�
�
�
�

�

看
護
師

齋
藤

睦
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

看
護
師

権
上

香
織

看
護
師

岡
島

菜
美

社
会
福
祉
士

小
沼

ふ
み

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

�

�
�
 

�

介
護
福
祉
士

齋
藤

真
衣

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

は
な
く
、
穿
孔
し
た
場
合
の
み

そ
の
穴
を
塞
ぐ
と
い
う
方
法
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
さ
ら

に
強
力
な
胃
酸
分
泌
抑
制
薬
が

出
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
か
な

か
治
ら
な
い
胃
潰
瘍
や
十
二
指

腸
潰
瘍
患
者
さ
ん
の
胃
に
高
頻

度
に
ピ
ロ
リ
菌
が
検
出
さ
れ

そ
の
除
菌
で
難
治
性
だ
っ
た
胃

潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
が
よ
く

な
る
な
ん
て
、
以
前
は
誰
が
想

像
し
た
で
し
ょ
う
。
し
か
も
ピ

ロ
リ
の
除
菌
に
よ
り
、
以
前
は

胃
の
切
除
が
よ
い
と
さ
れ
て
い

た
胃
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
リ
ン
パ
腫
や

牌
臓
切
除
が
適
当
と
さ
れ
て
い

た
特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑

病
も
軽
快
す
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
が
判
っ
て
来
ま
し
た
。

ま
た
胃
癌
や
大
腸
癌
も
非
常

に
早
期
の
状
態
で
発
見
さ
れ
れ

ば
、
内
視
鏡
で
摘
出
し
た
り

小
範
囲
の
切
除
で
充
分
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
早

期
で
発
見
さ
れ
れ
ば
、
癌
も
以

前
の
よ
う
に
は
怖
く
な
い
病
気

に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
す
。
長

く
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
、

定
期
的
な
健
康

診
断
を
お
薦
め

し
ま
す
。

時
の
過
ぎ
行
く
の
は
早
い
も

の
で
、
気
が
つ
い
た
ら
医
師
に

な
っ
て
、
は
や
30
年
近
く
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
医
師
に
な
っ

た
頃
は
、
一
時
は
ほ
と
ん
ど
致

死
的
だ
っ
た
結
核
や
天
然
痘
な

ど
の
感
染
症
を
克
服
し
た
と
い

う
時
代
で
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
パ
ス
ツ
ー
ル

ド
イ
ツ
の
コ
ッ
ホ
か
ら
始
ま
り

あ
の
ジ
メ
ジ
メ
し
た
イ
メ
ー
ジ

し
か
な
い
カ
ビ
か
ら
抽
出
さ
れ

た
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
ア
メ
リ
カ
よ

り
戦
後
大
量
に
も
た
ら
さ
れ

医
学
は
全
く
西
洋
医
学
中
心
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で

は
日
本
の
方
も
高
水
準
の
医
学

レ
ベ
ル
に
な
り
、
む
し
ろ
追
い

抜
い
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

そ
の
頃
、
こ
れ
か
ら
は
癌
の

治
療
だ
、
癌
の
撲
滅
は
こ
の
調

子
だ
と
20
年
く
ら
い
で
完
遂
す

る
だ
ろ
う
と
か
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
い
ま
だ
に

実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
癌

治
療
の
分
野
で
の
進
歩
は
僅
か

か
と
い
う
と
、
画
像
検
査
が
非

常
に
発
展
し
聴
診
、
視
診
、
触

診
の
み
の
時
代
と
比
べ
て
早
期

発
見
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
し

治
療
薬
に
お
い
て
も
全
部
の
細

胞
を
攻
撃
す
る
薬
か
ら
、
癌
に

の
み
に
作
用
す
る
薬
が
開
発
さ

れ
ま
し
た
。

以
前
は
、
死
亡
原
因
の
一
つ

に
胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
な

ん
て
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た

ア
ル
コ
ー
ル
や
た
ば
こ
、
ス
ト

レ
ス
、
胃
酸
分
泌
過
多
が
原
因

と
言
わ
れ
、
胃
薬
で
効
か
な
い

難
治
性
の
潰
瘍
や
穿
孔
潰
瘍
は

胃
の
大
部
分
を
切
除
し
て
い
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
胃
酸
の
分
泌
を

非
常
に
減
ら
す
Ｈ
２
ブ
ロ
ッ
カ
ー

と
い
う
薬
が
出
来
て
、
胃
の
手

術
を
受
け
る
患
者
さ
ん
は
減
り

ま
し
た
。

手
術
も
胃
を
摘
出
す
る
の
で

!
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#
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入
苑
券
を
持
参
の
上
ご
来
苑
下
さ
い
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心
を
合
わ
せ
て
、
神
に
感
謝
の

祈
り
を
捧
げ
る
座
後
列
拝

稔
り
の
秋
。
何
か
美
味
し
い
物
を

食
べ
た
く
な
る
季
節
で
あ
る
が

息
子
に

｢

マ
マ
の
作
る
物
が
一
番

美
味
し
い｣

と
言
わ
れ
た
。

確
か
に
心
籠
っ
た
素
朴
な
料
理
は

一
番
の
ご
ち
そ
う
で
は
あ
る
が
…

若
竹
や
雨
に
打
た
れ
て
撓
垂
れ
る
雫
は
ら
い
て
は
ね
返
る
な
り

浜
田

寿
子

夕
暮
れ
の
川
辺
の
里
に
蛍
舞
い
静
か
な
町
の
静
か
な
に
ぎ
わ
い

山
口

幸
子

ス
ペ
イ
ン
の
歌
と
踊
り
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
味
覚
満
喫
の
熱
海
の
ホ
テ
ル

山
根
喜
美
代

幹
太
き
庭
の
梅
の
木
ど
の
枝
も
び
っ
し
り
実
を
つ
け
今
年
豊
作

亀
山

文
子

花
模
様
の
カ
ッ
プ
に
紅
茶
い
た
だ
け
ば
少
し
鎮
ま
る
耳
な
り
の
音

安
藤

慧

柔
ら
か
な
光
を
浴
び
て
い
ち
は
つ
の
花
は
気
ま
ま
に
風
に
吹
か
る
る

川
島
惠
美
子

庭
め
ぐ
り
足
の
運
動
す
る
吾
に
小
鳥
も
蝶
も
元
気
を
く
れ
る

三
留
と
く
子

持
ち
帰
る
こ
と
も
出
来
な
い
落
葉
松
の
新
緑
の
森
ふ
か
ぶ
か
と
吸
ふ

堀
江

照
子

初
め
て
の
吾
の
歌
載
り
し

｢

相
模｣

見
て
声
か
け
呉
し
友
あ
り
う
れ
し

宮
治
友
美
枝

春
先
に
移
植
せ
し
バ
ラ
濃
い
ピ
ン
ク
咲
き
て
漂
う
香
を
よ
ろ
こ
べ
り

徳
江

道
子

�
大
樹
の
梢
に
大
き
�ほ

生よ

木
い
く
つ
有
り
に
し
母
の
生
家
思
わ
る

宇
田
川
時
子

猫
の
九
木
の
上
め
が
け
ゆ
っ
く
り
と
す
ず
め
と
り
た
く
が
ん
ば
る
姿

土
屋
ト
ミ
子

待
ち
く
る
る
人
の
笑
顔
に
逢
い
た
く
て
迷
い
払
い
の
け
行
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

岡
元

芳
子

｢

鬼
灯
の
一
つ
一
つ
に
友
の
顔｣

ホ
ー
ム
に
暮
ら
す
姉
の
句
に
詠
む

杉
本

照
世

唐
辛
子
日
の
あ
る
限
り
今
日
も
干
す

飛
石

槿
花

秋
扇
た
た
み
祝
詞
を
の
べ
ら
る
る

根
岸

君
子

秋
暑
し
井
の
辺
に
置
き
し
空
の
魚び

籠く

相
原

白
露

通
り
雨
過
ぎ
た
る
後
の
虫
時
雨

竹
村
真
砂
美

新
涼
の
水
に
寝
か
せ
る
新
砥
石

金
指

月
光

も
う
何
も
言
わ
ず
応
へ
ず
月
を
見
る

岩
田
美
代
子

休
暇
果
つ
手
垢
の
つ
き
し
虫
図
鑑

金
子

つ
ぢ

石
投
げ
て
谷
の
深
さ
の
涼
新
た

露
木
て
る
子

閼あ

伽か

桶
の
ず
ら
り
と
並
ぶ
秋
の
蝉

山
本

朝
子

三
陸
の
光
を
放
つ
初
秋
刀
魚

菅
沼
う
め
の

母
百
歳
生
き
て
伝
え
る
終
戦
日

原
野

楽
天

霧
を
来
て
霧
に
消
え
ゆ
く
調
教
馬

芹
沢

徳
光

秋
出
水
局
地
の
友
を
見
舞
い
け
り

三
輪

恭
子

こ
の
先
は
熊
が
出
る
よ
と
霧
深
き

伊
藤

公
一

門
燈
に
浮
か
び
し
萩
の
花
白
く

浦
野

房
子

干
し
上
げ
て
黒
味
お
び
た
る
唐
辛
子

菅
沼

保
幸

太
陽
が
白
く
ぽ
っ
か
り
霧
の
中

四
ッ
車
梢
月

厨
の
灯
消
し
�

こ
お
ろ
ぎ

の
闇
覗
く

岡
田
風
呂
釜

人
を
待
つ
か
に
新
涼
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

市
本

益
子

塀
の
な
き
家
を
囲
み
て
秋
桜

倉
谷

節
子

虫
時
雨
姫
と
書
か
れ
し
外
厠

松
本
美
智
子

猫
じ
ゃ
ら
し
作
句
に
心
ゆ
れ
動
く

松
村

信
篤

去
ぬ
燕
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
一
廻
り

宮
入

つ
る

信
号
で
止
ま
れ
ば
左
右
虫
の
声

皆
川
志
ん
ご


